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子
育
て
を
支
援
し
、
あ
る
い
は

老
齢
福
祉
年
金
等
の
受
給
者
や
所

得
が
低
い
高
齢
者
層
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
し
、
個
人
消
費
を
よ
び

お
こ
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
一
年
一
月
一
日
　
（
基
準

日
）
　
現
在
で
、
次
の
要
件
の
い
ず

」
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

◆
　
（
こ
　
十
五
歳
以
下
の
児
童

（
昭
和
五
十
八
年
一
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
。
永
住
者
・
特
別

永
住
者
を
含
む
）
　
が
い
る
世
帯
の

世
帯
主
。

◆
（
二
）
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給

者
等
（
基
準
日
に
お
け
る
年
齢
が

十
五
歳
以
下
の
者
を
除
く
）

（
ア
）
　
平
成
十
一
年
一
月
分
の
次

の
年
金
ま
た
は
手
当
を
受
給
で
き

る
人
及
び
特
別
児
童
扶
養
手
当
支

十

十

　

十

給
に
係
る
障
害
児
。

⑤④③②①

老
齢
福
祉
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
年
金

遺
族
基
礎
年
金

母
子
年
金
・
準
母
子
年
金
又

◎

は
遺
児
年
金

⑥
　
児
童
扶
養
手
当

⑦
　
障
害
児
福
祉
手
当
又
は
特
別

障
害
者
手
当
　
な
ど

※
た
だ
し
、
②
③
④
⑤
に
つ
い
て

は
一
部
非
課
税
要
件
が
あ
り
ま

す
。

（
イ
）
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
［
（
ア
）
の
該
当
者
を
除
く
］

①
　
生
活
保
護
の
被
保
護
者

②
　
社
会
福
祉
施
設
へ
の
措
置
入

所
者
な
ど

◆
（
三
）
　
平
成
十
年
度
分
の
市
町

村
民
税
所
得
割
の
非
課
税
の
者
で

あ
っ
て
、
か
つ
、
身
体
上
又
は
精

神
上
著
し
い
障
害
が
あ
る
た
め
に

常
時
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
年

齢
六
十
五
歳
以
上
の
人
。

（
前
記
（
二
）
　
該
当
者
及
び
基
準

日
に
お
い
て
継
続
し
て
三
月
を
超

え
て
病
院
・
老
人
保
健
施
設
に
入
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院
・
入
所
し
て
い
る
者
等
を
除

く
）

◆
（
四
）
　
平
成
十
年
度
分
の
個
人

の
市
町
村
民
税
非
課
税
で
あ
る
年

齢
六
十
五
歳
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

他
の
人
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
人
も
市
町
村
民
税
非

課
税
に
限
る
。

（
前
記
（
二
）
　
及
び
　
（
三
）
該
当

者
等
を
除
く
）

◆
十
五
歳
以
下
の
児
童
一
人
に
つ

き
二
万
円
。

◆
前
記
　
（
二
）
　
か
ら
　
（
四
）
　
ま
で

の
対
象
者
…
二
万
円
。

※
〓
）
の
交
付
対
象
者
で
、
（
二
）

ま
た
は
（
四
）
の
該
当
者
は
、
交
付

額
を
合
算
し
ま
す
。

⑳

し
く
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど

に
際
し
て
、
取
引
の
対
価
　
（
間
接

税
を
含
む
）
　
の
支
払
い
と
し
て
使

用
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
釣
り

銭
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

◆
交
付
対
象
者
及
び
地
域
振
興
券

を
取
り
扱
う
民
間
事
業
者
は
、
地

域
振
興
券
の
交
換
、
譲
渡
及
び
売

買
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
使
用
期
限
は
、
交
付
開
始
日
か

ら
六
か
月
間
で
す
。

◆
交
付
さ
れ
た
本
人
及
び
そ
の
代

理
人
・
使
者
に
限
り
使
用
可
能
で

す
。

出
納
室
窓
口
で
換
金
で
き
ま
す
。

◆
特
定
事
業
者
は
、
店
舗
ご
と
に

ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
ま
す
。

◆
特
定
事
業
者
が
営
業
す
る
店
舗

の
所
在
地
は
、
地
域
振
興
券
を
発

行
し
た
江
府
町
の
区
域
内
と
な
り

ま
す
。

鎗
◆
基
準
日
か
ら
地
域
振
興
券
の
交

付
の
開
始
日
ま
で
の
間
に
、
住
所

を
他
の
市
町
村
に
移
し
た
人
は
転

出
に
際
し
、
交
付
さ
れ
る
地
域
振

興
券
未
受
領
証
明
書
を
添
付
し
て

転
出
先
の
市
町
村
に
申
請
を
し
ま

す
。地

域
振
興
券
の
換
金
手
続
き
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
特
定
事
業
者
は
、
役
場
出
納
室

に
登
録
証
明
書
を
提
示
す
る
と
と

も
に
、
地
域
振
興
券
を
提
出
し
券

面
記
載
の
金
額
で
換
金
を
申
し
出

ま
す
。

◆
換
金
の
方
法
は
、
該
当
事
業
者

へ
現
金
で
支
払
い
ま
す
。

◆
換
金
の
申
込
み
期
限
は
、
交
付

開
始
日
か
ら
期
間
満
了
日
の
後
、

三
か
月
以
内
で
す
。

⑧

◆
発
行
主
体
は
市
町
村
で
す
。

◆
額
面
は
一
、
〇
〇
〇
円
。
物
品

（
有
価
証
券
・
商
品
券
等
を
除

く
）
　
の
購
入
又
は
、
借
り
受
け
も

◆
江
府
町
に
店
舗
・
事
業
所
が
あ

り
登
録
を
受
け
て
い
る
者

（
ア
）
　
特
定
事
業
者
は
、
地
域
振

興
券
の
持
参
者
に
、
券
面
記
載

の
金
額
に
相
当
す
る
物
品
の
販

売
、
貸
付
又
は
、
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
い
ま
す
。

（
イ
）
　
特
定
事
業
者
が
取
引
に
よ

り
得
た
地
域
振
興
券
は
、
役
場

地
域
振
興
券
の
申
請
及
び
交
付

に
関
す
る
流
れ
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
江
府
町
は
、
十
五
歳
以
下
の
児

童
の
い
る
世
帯
主
に
対
し
、
地
域

振
興
券
引
換
申
請
券
を
郵
送
し
ま

す
。

1
世
帯
主
は
、
受
領
後
、
所
定
の

書
類
を
提
示
し
て
、
地
域
振
興
券

の
交
付
を
受
け
ま
す
。

◆
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
等
や

平
成
十
年
度
分
市
町
村
民
税
非
課

税
で
年
齢
六
十
五
歳
以
上
の
人
は

年
金
証
書
・
そ
の
他
必
要
な
書
類

を
提
示
し
て
地
域
振
興
券
交
付
の

申
請
を
し
、
交
付
を
受
け
ま
す
。

ト
地
域
振
興
券
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
目
的
で
す
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江
地府
城町

願
付お
し　り

ま

貰

●
地
域
振
興
券
を
使
え
る
の
は
江
府
町
内
で
す
。

●
使
用
期
間
は
、
三
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま

で
で
す
。

●
振
興
券
の
交
付
対
象
者
へ
は
、
町
か
ら
引
換
申
請

券
と
交
付
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
交

付
の
時
に
持
参
し
て
下
さ
い
。

●
振
興
券
は
、
職
員
が
各
集
落
の
公
民
館
に
出
向
き

交
付
し
ま
す
。
そ
の
時
に
申
請
書
と
受
領
印
を
い
た

だ
き
ま
す
。

交
付
日
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

交
付
日
に
都
合
の
悪
い
方
は
三

月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日

ま
で
に
役
場
総
務
課
で
随

′〆

時
交
付
し
ま
す
。

●
特
定
事
業
者
へ
の
換

金
は
、
役
場
出
納
室

に
お
い
て
現
金
で

月
二
回
、
十
五

日
と
二
十
五

日
に
お
こ
な

い
ま
す
。

の流れ

支地

域

券

提

書

払出

4

付交券興振

特

定

事

募
集

地域振興券による買物

●地域振興券についてのお問い合わせ先は、下記のとおりです。

役場総務課（℡75－2211）まで。

◎
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江
府
町
で
は
、
次
の
と
お
り
江

府
町
特
定
事
業
者
募
集
要
項
を
定

め
、
地
域
振
興
券
を
扱
う
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

登
録
希
望
の
事
業
者
の
方
は
、

二
月
十
日
ま
で
に
役
場
産
業
振
興

課
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
用
紙

は
、
江
府
町
商
工
会
か
役
場
産
業

振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

（
登
録
資
格
）

江
府
町
に
お
け
る
特
定
事
業
者

と
し
て
登
録
で
き
る
者
は
、
江
府

町
に
お
い
て
、
小
売
業
、
飲
食
業
、

洗
濯
、
理
美
容
、
旅
館
、
医
療
等

の
各
種
サ
ー
ビ
ス
業
及
び
運
輸
通

信
業
（
旅
行
業
を
含
む
。
）
　
建
設

業
を
営
む
事
業
者
と
す
る
。

（
申
し
込
み
）

特
定
事
業
者
と
し
て
登
録
を
行

お
う
と
す
る
者
は
、
申
込
書
に
業

種
、
会
社
名
、
代
表
者
名
、
店
舗

の
所
在
地
等
を
記
入
し
、
当
該
申

込
書
に
係
る
事
業
を
現
に
行
っ
て

い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
え

て
、
平
成
十
一
年
二
月
十
日
ま
で

に
、
江
府
町
産
業
振
興
課
に
申
し

込
む
こ
と
と
す
る
。

（
℡
7
5
－
3
2
2
2
）

（
登
録
）

江
府
町
は
、
申
し
込
み
の
あ
っ

た
事
業
者
が
登
録
資
格
を
確
認
の

上
、
当
該
事
業
者
に
対
し
「
特
定

事
業
者
登
録
証
明
書
」
を
交
付
す

る
。江

府
町
は
、
特
定
事
業
者
の
登

録
簿
を
作
成
す
る
。

江
府
町
は
、
町
民
に
特
定
事
業

者
を
分
か
り
や
す
い
方
法
で
公
表

し
、
町
民
に
周
知
を
図
る
。

（
江
府
町
商
工
会
の
特
例
）

江
府
町
商
工
会
は
、
当
該
構
成

会
員
の
う
ち
、
特
定
事
業
者
と
な

ろ
う
と
す
る
者
に
代
わ
っ
て
登
録

の
申
し
込
み
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。こ

の
場
合
、
江
府
町
商
工
会
は
、

各
構
成
貝
に
つ
い
て
申
込
書
に
定

め
る
事
項
を
記
載
し
書
類
を
併
せ

て
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
地
域
振
興
券
の
取
扱
い
）

特
定
事
業
者
は
、
地
域
振
興
券

を
持
参
し
た
者
　
（
交
付
を
受
け
た

本
人
、
そ
の
代
理
人
・
使
者
に
限

る
。
）
　
に
対
し
、
平
成
十
一
年
三

月
一
日
か
ら
平
成
十
一
年
八
月
三

十
一
日
ま
で
に
限
り
、
券
面
記
載

額
相
当
の
物
品
の
販
売
、
貸
与
あ

る
い
は
、
役
務
の
提
供
を
行
う
。

（
換
金
）

取
引
に
よ
り
地
域
振
興
券
を
取

得
し
た
特
定
事
業
者
は
、
江
府
町

出
納
室
に
当
該
地
域
振
興
券
を
持

参
し
、
特
定
事
業
者
登
録
証
明
書

及
び
換
金
請
求
書
を
添
え
て
、
換

金
を
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
、
提
出
時
に
町
は
預

か
り
証
を
発
行
し
、
支
払
時
に
特

定
業
者
は
預
か
り
証
を
必
ず
持
参

す
る
も
の
と
し
、
預
か
り
証
の
な

い
も
の
は
、
支
払
い
を
し
な
い
。

な
お
、
江
府
町
商
工
会
に
換
金

を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
委
任
す
る
場
合
は
、

委
任
状
を
提
出
す
る
こ
と
。

換
金
の
申
し
出
期
限
は
、
平
成

十
一
年
三
月
一
日
か
ら
平
成
十
一

年
十
一
月
三
十
日
と
す
る
。

地
域
振
興
券
の
換
金
は
、
毎
月

十
五
日
ま
で
の
提
出
分
は
、
当
月

の
二
十
五
日
に
支
払
い
、
末
日
ま

で
の
提
出
分
は
、
翌
月
の
十
五
日

に
支
払
う
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
支
払
日
が
土
曜
日
、

日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
、
次
の

日
の
平
日
と
す
る
。

（
債
務
）

特
定
事
業
者
は
、
次
の
事
項
を

遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〓
）
　
特
定
事
業
者
で
あ
る
こ
と

を
町
民
に
分
か
る
よ
う
、
見
や

す
い
場
所
に
江
府
町
が
交
付
す

る
ス
テ
ッ
カ
ー
に
よ
り
掲
示
を

行
う
こ
と
。

（
二
）
　
通
常
の
注
意
を
も
っ
て
す

れ
ば
偽
造
さ
れ
た
も
の
と
分
か

る
券
あ
る
い
は
、
大
量
に
持
ち

込
ま
れ
る
等
不
正
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
地
域
振
興

券
の
受
け
取
り
を
拒
否
す
る
こ

と
。

（
三
）
　
地
域
振
興
券
を
受
け
取
っ

た
場
合
は
、
再
流
通
を
防
止
す

る
た
め
、
ミ
シ
ン
日
に
沿
っ
て

そ
の
一
部
を
取
る
と
と
も
に
、

券
裏
面
に
自
ら
の
印
を
押
印
す

る
こ
と
。

（
交
換
、
譲
渡
及
び
売
買
の
禁
止
）

特
定
事
業
者
は
、
地
域
振
興
券

の
交
換
、
譲
渡
及
び
売
買
を
行
っ

て
は
な
ら
な
い
。

（
登
録
の
取
り
消
し
）

特
定
事
業
者
が
、
本
要
項
に
違

反
す
る
行
為
を
行
っ
た
場
合
、
江

府
町
は
、
当
該
特
定
事
業
者
の
登

録
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
経
費
の
負
担
）

登
録
の
申
込
み
及
び
地
域
振
興

券
の
取
扱
い
を
行
う
に
当
っ
て
要

す
る
経
費
は
、
特
定
事
業
者
の
負

担
と
す
る
。

⑥
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育
樹
運
動
標
語
特
選
の
加
藤
美
佐
子
さ
ん
に

地
元
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
記
念
品

林
業
振
興
の
功
績
に
よ
り
知
事

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
加
藤
美
佐
子

さ
ん
　
（
池
の
内
）
　
が
、
今
度
は
、

社
団
法
人
・
国
土
緑
化
推
進
機
構

が
募
集
し
た
平
成
十
一
年
育
樹
運

動
標
語
に
応
募
。
見
事
、
理
事
長

賞
・
特
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

作
品
は
、
「
手
を
つ
な
ぎ
　
育

て
る
緑
に
　
あ
す
の
夢
」
　
で
、
全

国
二
百
八
十
五
点
の
な
か
か
ら
選

ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
標
語
は
、
今

年
の
育
樹
運
動
ポ
ス
タ
ー
や
全
国

緑
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
標
語
に
使
用

さ
れ
ま
す
。

▲藤原会長から記念品を受取る
加藤さん（右）

こ
の
表
彰
に
対
し
、
一
月
八
日

池
の
内
老
人
ク
ラ
ブ
常
盤
会
　
（
会

長
　
藤
原
義
久
さ
ん
　
会
員
四
十

七
人
）
　
は
、
恒
例
の
新
年
宴
会
に

あ
わ
せ
加
藤
さ
ん
の
受
賞
祝
賀
会

を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
藤
原
会
長
か
ら

「
こ
の
短
い
文
の
中
に
、
加
藤
さ

ん
の
自
然
・
山
林
を
大
事
に
さ
れ

て
き
た
姿
勢
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま

す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
加
藤
さ
ん
は
、
「
田
舎
の
人
も

都
会
の
人
も
み
ん
な
一
緒
に
山
を

育
て
て
は
し
い
と
の
願
い
を
込
め

て
つ
く
り
ま
し
た
。
地
元
の
み
な

さ
ん
か
ら
か
ら
の
あ
た
た
か
い
お

祝
い
や
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
と

て
も
感
激
し
て
い
ま
す
」
と
お
礼

の
言
葉
を
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

◎

江府町選挙管理委員会が
自治大臣表彰受賞

十
二
月
二
十

日
、
県
庁
に
お

い
て
自
治
大
臣

か
ら
の
表
彰
状

が
、
鳥
取
県
選

挙
管
理
委
員
長

か
ら
江
府
町
選

挙
管
理
委
員
会

委
員
長
森
谷
博

昭
さ
ん
へ
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨

年
の
7
月
に
行
わ
れ
た
第

十
八
回
参
議
院
通
常
選
挙

に
お
い
て
、
適
正
な
管
理

執
行
及
び
明
る
い
選
挙
の

推
進
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
受
賞
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
選
挙
に
お
け
る
本

町
の
投
票
率
は
、
八
十

六
・
六
八
％
と
県
下
で
一

位
の
投
票
率
で
し
た
。

●
ト
表
彰
を
手
に
喜
び
の
森
谷
委
員
長

美
用
に
待
望
の
集
会
所
完
成
！

昨
年
の
十
二
月
二
十
五
日
、
実

用
地
区
都
市
農
村
交
流
促
進
施
設

が
完
成
し
、
地
元
の
方
々
を
は
じ

め
、
福
田
町
長
や
工
事
関
係
者
な

ど
六
十
五
人
が
出
席
し
、
盛
大
に

竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

本
施
設
は
地
域
の
活
性
化
、
都

市
と
農
村
の
交
流
、
地
元
特
産
物

の
加
工
等
を
目
的
と
す
る
拠
点
施

設
と
し
て
、
鳥
取
県
う
る
お
い
の

あ
る
村
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し

て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

旧
集
会
所
と
同
じ
場
所
に
、
木

造
平
屋
建
百
五
十
三
平
方
メ
ー
ト

ル
、
総
事
業
費
約
三
千
百
六
十
万

円
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
の
な
か
に
は
、
二
会
議
室

（
併
せ
て
三
十
畳
）
、
特
産
品
の

加
工
が
で
き
る
食
品
保
管
庫
を
備

え
た
調
理
加
工
室
な
ど
が
あ
り
ま

す
。真

新
し
い
地
区
の
集
会
施
設
が

ま
た
ひ
と
つ
町
内
に
誕
生
し
ま
し

た
。

盛F・ご4．－∵盲表
▲完成した新集会所

▲関係者が揃い、盛大に竣工を祝いました
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老
後
の
安
心
を
み
ん
な
で
薫
え
毒

介
護
保
険
制
度
平
成
等
4
月
ス
タ
・
ト

元
気
で
長
生
き
ー
そ
れ
は
、
誰
も
の
願
い
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
自
分
の
老
後
を
考
え
た
と
き
　
「
も
し
寝
た

き
U
に
な
っ
た
ら
、
誰
が
介
護
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

生
活
資
金
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
？
」

と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
、
思
い
浮
か
ぶ
こ

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
残

さ
れ
た
能
力
を
活
か
し
て
、
で
き

る
限
り
自
立
し
、
尊
厳
を
も
っ
て

生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は

国
民
共
通
の
願
い
で
す
が
、
現
実

に
は
家
族
だ
け
で
介
護
を
行
う
こ

と
は
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
い
ま

す
。

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え
、
利
用
者
の
希
望

を
尊
重
し
た
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
創
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

江
府
町
で
も
、
平
成
1

2
年
4
月

の
制
度
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

今
回
は
介
護
保
険
制
度
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

制
度
の
運
営
主
体
（
保
険
者
）
は
？

市
町
村
【
江
府
町
】
　
で
す
。

●
国
・
県
は
財
政
面
に
お
い
て
町
を
支
援

し
ま
す
。

制
度
の
は
じ
ま
り
は
？

平
成
1

2
年
4
月
か
ら
で
す
。

●
要
介
護
認
定
申
請
の
受
付
は
、
平
成
1
1

年
1
0
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

介
護
保
険
に
加
入
す
る
の
は

何
歳
か
ら
？

4
0
歳
以
上
の
人
で
す
。

●
6
5
歳
以
上
の
人
（
第
1
号
被
保
険
者
）

と
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
　
（
第
2
号
被
保
険
者
）
が

介
護
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

介護保険はこれからの高齢者介護を担う大切な制度です。

皆さんのご理解とご協力をお願いします。

制度のくわしい内容についてはまだ明らかにされていない部分も多くあります。

また、内容が変更されることも考えられますので、ご了承下さい。

制度についてのお問い合わせは、

役場福祉保健課（75t3223）へご相談ください。

裏
面
に
つ
づ
く

⑦
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社の専門家にて判定

、かりつけ医の意見書

サ。要介護のときは

と重度の判定も行いま

護保険審査会
（都道府県）

市町村の職員か介護

支援専門員が、家庭

に伺い、心身の状況

などを調査します。

医学的に診て

妻

申 請 で き る 人

6 5 歳 以 上 4 0 ～ 6 5歳 未 満 の 人

●寝た きりや痴呆 などで

入浴、排 泄、食事 など 初老期痴呆、脳血管 障害
の 日常生活動作 につい など、老化に ともなう病
て常 に介護が必要な人 気 によって介護等 が必 要

●家事や身 じた く等 の日

常生活に支援 が必 要な

人

となった人

平
成
1

2
年
度
よ
り
介
護
は
こ
う
変
わ
り
ま
す

聡

（自己負担はこの1割）

胆のほかに食費も加わる）

とがあります。

6 5歳 以上の 人 （第 1 号被 保 険者）

保 所得 に応 じて 5 段 階

換 市 町 村 ご と に 設 定

料
平成1 2年度全国平均1人当たり

月額2，5 00 円程度〈平成7年度価格〉

支 年金 額 が一 定 額 以上 の人 は
払
方
法

年金 か ら天 引 き、 そ れ以 外

の人 は市 町村 に個別 に支払

4 0～ 6 5歳 未満 の人 （第2 号被保険者）

保
険
料

加 入 して い る医 療保 険 の算
走方法 に基づ いて設定

支
払
方
法

医療保 険 と一括 して支払

父親＝2，500円
（住民税非課税　基準額）

母親＝2，500円
（住民税非課税　基準額）

本人
（妻含む）＝1，700円
勤め人は家族の分を含めて会社

と折半。自営業者は家族の分を

含めて、公費で半額補助。

④護憲6，700。
◎

厚
生
省
の

試
算
に
よ
る

介
護
保
険
料
と
出
費
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自立支援のためのサービスを提供

在宅と施設の両面にわたって必要な福

祉サービス、医療サービスなどを提供

します。
サービス費の範囲内でプラン作成

本人の希望を尊重して介護支援専門員

がサービスの利用計画をつくります。

また自分でも作成できます。

介

◎

要支援の在宅サービス

母親は要支援に認定され、在宅

介護サービスを受けることに。

利用料は介護費6万円の一割

㊥6，000。
施設のサービス費と食費

父親は特別養護老人ホームに入

所。利用料は施設サービス費の

1割2万6000円と食費の2万3

000円を合わせた

⑥49，000。
あなたの家の毎月の介護関係の出費は

十十

要介護度 身　体　の　状　態

虚　　弱 日常生活の能力は基本的にあるが、入浴、家事などで一部介

1軽　度 立ち上がりや歩行が不安定。毎日、生活の要所要所で介助が長

2　中　度 起き上がりも自力では困難。毎日、生活の一部または全般に介助・見守

3　重　度 起き上がり、寝返りが自力ではできない。毎日、生活の全般に全面的な介助・

4最重度 日常生活の能力はかなり低下。意思疎通も困難、全面的な介助に加え、特別な

5最重度 生活全般にわたり部分的または全面的な介助に頼る。重度の介助う

入　所　施　設

特別養護老人ホーム 在宅で介護を受けるのが困難で、常時介護が必要な人の施言

老人保健施設 病気の治療が終った人に、家庭に戻れるようにリハビリなヒ

療養型病床群 治療よりも長期にわたる介護が必要な人の施設

④・㊥・⑥＝61，700。　　　　　　　　（1割の自己則
（保険料＋サービス利用料）＊注：厚生省の試算ををもとに推計したもので、今後、内容・金額が変更されるこ。
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藤
樹
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⑳
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⑯
錮
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㊥
陵

江
府
町
の
納
税
相
談
は
二
月
十
六
日
（
火
）
か
ら
始
ま
り
ま
す

◎

今
年
も
所
得
税
の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

所
得
税
は
、
皆
さ
ん
ご
自
身
が
所
得
や
税
額
を
計
算
し
て

納
め
る
申
告
納
税
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
事
業
を
営
ん
で

い
る
方
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
も
申
告
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
正
し
く
計
算
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
申
告

を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

取
得
税
め
億
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

《
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
貯
あ
る
人
の
場
合
》

●
夫
婦
と
子
供
二
人
の
場
合

一
九
〇
万
円

な
お
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生

命
保
険
料
控
除
や
損
害
保
険
料
控

除
な
ど
が
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
こ
の

金
額
に
上
積
み
と
な
り
ま
す
。

《
給
与
所
得
の
あ
る
人
の
場
合
》

一
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

人
。
所
得
控
除
と
は
、
雑
損
控
除

医
療
費
控
除
、
社
会
保
険
料
控
除

生
命
保
険
料
控
除
、
損
害
保
険
料

控
除
、
障
害
者
控
除
、
老
年
者
控

除
、
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
、
配
偶

者
控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
、
扶

養
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
を
い
い

ま
す
。

【
参
考
】

平
成
十
年
分
の
所
得
金
額
が
次

の
区
分
ご
と
の
額
を
超
え
れ
ば
、

申
告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

た
だ
し
、
配
偶
者
に
収
入
が
な

く
、
子
供
が
特
別
扶
養
親
族
に
該

当
し
な
い
場
合
で
す
。

●
独
身
者
の
場
合
　
　
三
八
万
円

●
夫
婦
の
場
合
　
一
一
四
万
円

息

①
給
与
の
年
収
が
二
、
〇
〇
〇
万

円
を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得
以

外
の
所
得
が
二
〇
万
円
を
超
え
る

人③
給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る
場
合
は
、
従
た
る
給
与

の
収
入
と
②
の
所
得
の
合
計
が
二

〇
万
円
を
超
え
る
人

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

④
同
族
会
社
の
役
員
な
ど
で
、
そ

の
法
人
か
ら
貸
付
金
の
利
子
や
不

動
産
の
賃
借
料
な
ど
を
受
取
っ
て

い
る
人

⑤
災
害
減
免
法
の
適
用
を
受
け
、

給
与
の
源
泉
徴
収
の
猶
予
や
徴
収

さ
れ
た
税
金
の
還
付
を
受
け
た
人

⑥
源
泉
徴
収
が
行
わ
れ
な
い
給
与

を
も
ら
っ
て
い
る
人

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
な
ど
で

取
得
し
た
場
合

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

④
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合

⑤
給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除

の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場
合

還
付
の
申
告
は
、
米
子
税
務
署

で
一
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
場
合
に
税
金
が
返
、

確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な
い

人
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
確

走
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

聡
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⑳

た
く
さ
ん
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
万
は

あ
な
た
が
自
分
や
家
族
の
た
め

に
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と

き
は
次
の
算
式
に
よ
っ
て
計
算
し

た
金
額
を
医
療
費
控
除
と
し
て
所

得
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

（
医
療
費
の
支
払
額
）
　
－
　
（
保
険

金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
）

－
　
二
〇
万
円
ま
た
は
合
計
所
得

の
五
％
の
う
ち
、
ど
ち
ら
か
少
な

い
金
額
）
＝
医
療
費
控
除
額
（
最

高
二
〇
〇
万
円
）

医
療
費
と
は
①
診
療
費
、
治
療

費
、
薬
品
代
、
入
院
費
、
療
養
費

介
助
料
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
症
状

に
応
じ
て
一
般
的
に
支
出
さ
れ
る

水
準
を
著
し
く
超
え
な
い
部
分
の

金
額
。

②
通
院
費
用
、
医
療
用
器
具
の
購

入
費
、
医
師
が
認
め
た
人
の
お
む

つ
代
な
ど
の
う
ち
、
診
療
や
治
療

な
ど
を
受
け
る
た
め
に
直
接
必
要

な
も
の
が
該
当
し
ま
す
。

し
か
し
、
①
～
⑥
の
費
用
は
医

療
費
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

①
医
師
な
ど
に
対
す
る
謝
礼

②
健
康
診
断
や
美
容
整
形
の
費
用

③
予
防
や
健
康
増
進
な
ど
の
た
め

の
医
薬
品
や
健
康
食
品
の
購
入
費

④
親
族
に
支
払
う
療
養
上
の
世
話

の
費
用

⑤
治
療
を
受
け
る
た
め
に
直
接
必

要
と
し
な
い
近
視
、
遠
視
の
た
め

の
メ
ガ
ネ
や
補
聴
器
な
ど
の
購
入

費⑥
通
院
の
た
め
の
自
家
用
車
の
ガ

ソ
リ
ン
代
、
分
娩
の
た
め
実
家
へ

帰
る
交
通
費

医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
領
収
書
な
ど
を
確
定
申
告
書
に

添
付
す
る
か
、
確
定
申
告
書
の
提

出
の
際
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方

は
一
年
目
に
確
定
申
告
す
る
と
二

年
目
以
降
は
年
末
調
整
で
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

（
控
除
を
受
け
る
た
め
の
主
な
要
件
）

納
税
相
談
の
日
程
で
す

会
場
は
す
べ
て
江
府
町
役
場
2
階
会
議
室
で
す

⑳

マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
っ

た
時
の
控
除
は

住
宅
を
新
築
、
増
改
築
し
た
と

き
所
得
税
の
控
除
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
を
建
築
す
る
に
あ
た
り
、

金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
入
し
た
場

合
、
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
に
よ
り
所

得
税
の
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

（
控
除
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
）

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け

る
に
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

新
築
住
宅

①
住
宅
取
得
後
六
か
月
以
内
に
入

居
し
、
引
き
続
き
住
ん
で
い
る
こ

と
。

②
家
屋
の
床
面
積
（
登
記
面
積
）

が
五
〇
平
方
㍍
以
上
二
四
〇
平
方

㍍
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
床
面
積
の
二
分
の
一
以
上
が
専

ら
自
己
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

④
控
除
を
受
け
る
年
の
所
得
金
額

が
三
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

⑤
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融

公
庫
な
ど
の
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を

利
用
し
て
い
る
こ
と
。

⑥
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
返
済
期
間

が
十
年
以
上
で
、
し
か
も
月
賦
の

よ
う
に
分
割
し
て
返
済
す
る
こ
と
。

期　 日曜 日 午　　　　　　　　 前 午　　　　　　　　 後

2

月

16 火 税務署申告 9：0 0～1 1：00 税務署申告 13：0 0～16 ：00

22 月 荒田・半の上・宮の前・一旦 8：4 0～1 1：00 洲河崎 ク

23 火 小江尾 ・大方 ク 宮市 ・宮市原 ク

24 水 武庫 ・新道 ク 佐川 ク

25 木 下蚊屋 ク 御机 ・笠良原 ク

26 金 本四 ・本五 ク 貝田 ク

3

月

1 月 下安井 ・高谷 8：4 0～1 1：00 小原 ・栗尾 13 ：00 ～16 ：00

2 火 杉谷 ク 吉原・西成・袋原 ク

3 水 本一 ・本二 ・本三 ク 池の内 ク

4 木 新一 ・新二 〃 日の詰 ク

5 金 久連 ク 尾之上原・深山口 ノケ

8 月 柿原 ク 大河原 ク

9 火 助沢 ク 美用 ク

10 水 農業青色申告 ク 農業青色申告 ク

11 木 農業青色申告 ク 農業青色申告 ク

詳
し
く
は
、
米
子
税
務
署
（
℡
0
8
5
9
－
3
2
－
4
1
2
1
）
ま
た

は
、
役
場
町
民
課
（
℡
7
5
－
2
2
1
1
）
に
相
談
く
だ
さ
い
。
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小江尾工業団地企業誘致の
実現に向けてのお願い

1）企業誘致の現在までの取り

組みについて

ただ今造成中の小江尾工業団地

は、平成11年中頃に完成予定で

す。

現在までは、企業団地パンフレ

ットを作成し、鳥取県の企業誘致

担当課である工業振興課及び各団

体に配布するとともに連携して企

㊦業誘致活動を推進する体制づくり
に取り組んでいます。

⑳

2）今後の取り組みについて

平成11年度以降の取り組みに

ついては、関係機関へ積極的に働

きかけ、進出に意欲的な企業など

の既存資料をより充実させ、情報

公開及び企業経営者などと交換会

の開催を計画しています。

また、人のつながりが一番の財

産と考え、町内外の出身者の既存

資料を収集整理し、特に町出身者

名簿の充実を図るため、みなさま

からの情報提供をお願いします。

今後とも町民の皆様には、ご理

解とご協力をお願いします。

3）小江尾工業田地の概要

＊工業国地名

小江尾工業団地

＊所在地

鳥取県日野郡江府町大字小江尾

＊造成総面積

28，000r正

4）問い合わせ連絡先

江府町役場産業振興課

℡75－3222

奥大山チロルの里

全国スキーマラソン大会’99出場者大募集

●期　　日

■会　　場

■競技種目

●参加料

●申込み及び

問合わせ先

■申込み締切

●表　　彰

平成11年3月7日（日）　午前8時から受付

江府町御机　大山鏡ケ成コース

1）歩くスキーの部　最長　6km

2）競技の部　5km（中学女子・小学男子・小学女子）

10km（一般男子・一般女子・中学男子）

15km（一般男子）

30km（一般男子）

大人（含高校生）3，000円

小中学生　　　　1，500円

689－4401　江府町江尾475 江府町教育委員会内

「奥大山チロルの里全国スキーマラソン大会」受付係

平成11年2月5日（金）必着

競技の部のみ1～3位を表彰

各コース完走・完歩者全員に 「完走・完歩賞」発行

食談呑市布め チャレンジクッキング
体に良い食べ物として、最近なにかと話題にのぼるヒジキを

使った「ヒジキの梅煮」を作りました。ヒジキを食べて体調を

整えましょう。

～ひじきの梅煮～
〔材料4人分〕

長ひじき…………20g

人参……………40g

梅干し…………大1個

サラダ油………小さじ1

ちりめんじゃこ……20g

砂糖…………小さじ2

だし汁…1短カップ

酒………大さじ1短

しょうゆ…大さじ毎

〔作り方〕

①ヒジキは洗って、水につけてもど

し、3cm程度に切る。

（診人参は千切りに、梅干しは細かく

ちぎる。

③鍋にサラダ油を熟し、ヒジキと人

参を妙め、ちりめんじゃこ、梅干、

だし汁、酒、砂糖を加えて煮る。

④煮立ったら弱火にして、しょうゆ

を加え、やわらかくなるまで煮る。

工刹レギー…別Kcal　鉄……3．1mg

カルシウム……102mg塩分…1．1g

※カルシウム600mg・鉄10
～20gが成人の1日当り
の所要量です。

◎
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’泊自作そりワールドカップin奥大山

出場者大募集
■期　　日　平成11年2月21日（日）午前9時受付

ヽ会　　場　江府町御机　奥大山スキー場　特設コース

■競技種目　一般の部（中学生以上）タイムトライアル及びデザイン
コンペ

小学生一人乗りの部・二人乗りの部　タイムトライア

ル

●参加料　一般の部　搭乗者一人に付き　2，000円

小学生　　搭乗者一人に付き　　500円

●申込み及び　689一朝01江府町江尾1865　上原健康堂内

聞合わせ先’99自作そりワールドカップin奥大山事務局

℡0859－75－2078

■申込み締切　平成11年2月10日

1表　　彰　●一般の部

タイムトライアル

優　勝　賞状・トロフィー・副賞3万円

準優勝　賞状・トロフィー・副賞2万円

3　位　賞状・トロフィー・副賞1万円

特別賞

最優秀デザイン賞　賞状・カップ・副賞10万円

優秀デザイン賞　賞状・カップ・副賞3万円

各　賞　賞品

●小学生の部

タイムの早い三位まで賞状・メダル及び副賞

r「h．rl「「／【ヽ　▼「11ヽ

」L」し　、」L　ヽ＿′」Lヽ」⊥▼

お　如

水道工事には資格が必要です

平成11年4月より給水装置（配

水管の給水管分岐部から蛇口まで

の水道管）の工事に関して水道

法が改正され、法律に定められた

給水装置工事主任技術者を置く、

町の指定店でなければ工事が出来

なくなります。みなさんのご理解

とご協力をお願いします。

なお、給水装置の新設、改良修

繕、撤去などを希望の方は、役場

建設環境課水道係（℡75－3306）

にご相談ください。

☆特産品の商品名募集∧！

町観光協会では、好評の台所洗

剤「竹ピカ」につづき、今春には

トイレ洗剤を新発売の予定です。

この洗剤の商品名を大募集します。

ドシドシ応募ください。

採用者には、江府町特産品（3

万円相当）をさしあげます。

■応募方法　はがきまたはファッ

クスで「商品名」住所・氏名・

年齢・連絡先を記入して応募く

ださい。

●応募締切　2月19日

●応募・問い合せ先

役場産業振興課

℡75－3222　FAX75－3455

⑳　 ⑳　 ⑳　 ⑳　　　　 1 月 分

事 業 所 名 住 所 地 職　　 種 年 齢 賃　　 金 就業 時間

男

女

不

問

ポプラ日野江府店 佐川1023 販売員 18′〉50 時給650～800 17：00′、ゼ2：00

（有）浜　 本　 組 江尾1748－6

土木作業員 18′〉65 184，000～299，000

8：00′）16：30施工管理技術者 18′〉50 160，000～370，000
施工管理技術者見習 18′〉40 150，000～200，000

（有）江　 川　 組 江尾47－9 技術管理及び一般 18′〉55 170，000～350，000 8：00へ′16：45

女
子

川　 端　 縫　 製 江尾47－9 縫製工員 18以上 115，000 8：00′〉17：00

L　J　 求人情報に関する問い合わせ先　 米子公共職業安定所根雨出張所 （TEL72－0065）

※町報掲載時までに充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。

◎

壱蓼
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雪
国
「
同
和
間
苧
人
権
間
誓
啓
発
作
文
、
標
語
」
人
語
品
紹
介

小
学
校
の
部
・
標
語

最
優
秀

明
倫
小
五
年
　
遠
藤
　
英
之

「
手
を
つ
な
ぎ
　
笑
顔
で
語
ろ
う
　
未
来
の
夢
」

中
学
校
の
部
・
作
文

最
優
秀

江
府
中
三
年
　
商
菓
知
佳

少
し
の
勇
気

私
達
人
間
は
、
生
き
る
為
に
生

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
誰

も
が
生
き
る
為
の
権
利
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
人
権
と
い
い
、

人
間
一
人
一
人
に
必
ず
あ
る
と
て

も
大
切
な
も
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
大
切
な
も
の
を

自
分
の
間
違
っ
た
考
え
だ
け
で
奪

い
取
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
差
別
で

す
。
差
別
は
、
こ
の
世
に
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
必
要
の
な
い

も
の
を
な
く
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
は
、
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ

し
て
、
実
際
に
な
く
そ
う
と
が
ん

ぼ
っ
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
し
か
し
、
差
別
は
い
ま
だ
な

く
な
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
増
え

て
い
っ
て
い
る
の
か
も
わ
か
り
ま

せ
ん
。そ

の
差
別
の
中
で
、
い
じ
め
と

い
う
も
の
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
あ
る
特
定
の
人
を
自
分

よ
り
弱
い
と
決
め
つ
け
、
意
識
的

に
つ
ま
り
自
分
の
し
て
い
る
こ
と

を
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、
苦
し
め

た
り
、
困
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
で

す
。
そ
ん
な
も
の
が
あ
っ
て
い
い

わ
け
が
な
く
、
苦
し
ん
で
い
る
人

が
い
る
限
り
、
私
達
は
、
い
じ
め

も
含
む
差
別
を
な
く
し
て
い
く
努

力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。そ

こ
で
、
い
じ
め
に
つ
い
て
考

え
ら
れ
る
の
は
、
加
害
者
、
被
害

＠

者
、
傍
観
者
が
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
三
つ
は
、
学
校
の
授

業
で
も
よ
く
と
り
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
時
に
、
い
じ
め
が
起
こ
る
理

由
と
し
て
、
「
被
害
者
に
も
悪
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。
」
と
い
う
意
見

が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
間
違
っ
た
考
え
方
だ
と

私
は
思
い
ま
す
。
加
害
者
は
も
ち

ろ
ん
、
傍
観
者
が
い
る
か
ら
い
じ

め
が
起
こ
る
の
で
す
。

加
害
者
は
、
何
の
抵
抗
も
し
な

い
相
手
を
一
方
的
に
い
じ
め
、
体

だ
け
で
な
く
心
ま
で
も
傷
つ
け
、

ひ
ど
い
場
合
に
は
死
に
ま
で
至
ら

せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

傍
観
者
は
、
い
じ
め
の
現
場
を
見

て
見
ぬ
ふ
り
を
し
、
自
分
に
害
が

及
ば
な
い
よ
う
に
自
分
だ
け
を
助

け
、
被
害
者
を
助
け
る
こ
と
は
し

ま
せ
ん
。
こ
ん
な
こ
と
で
は
、
い

じ
め
が
な
く
な
る
わ
け
が
あ
り
ま

せ
ん
。と

こ
ろ
で
、
加
害
者
、
被
害
者

傍
観
者
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な

考
え
方
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

ま
ず
、
加
害
者
は
強
が
っ
て
い
る

一
方
で
、
本
当
は
弱
い
人
間
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
家
庭
間
題
、

勉
強
、
そ
ん
な
い
ろ
い
ろ
な
悩
み

が
た
ま
っ
て
そ
れ
を
自
分
よ
り
弱

い
と
思
っ
た
人
間
に
ぶ
つ
け
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

次
に
被
害
者
は
、
大
抵
の
人
は

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
自
分
一
人

で
悩
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
最
後
に
は
、
追
い
つ
め
ら

れ
て
死
を
選
ん
だ
り
し
ま
す
。
私

達
が
考
え
て
い
る
以
上
に
悲
し
い
、

つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
た
の
で
し

㌧
う
。
そ
し
て
、
傍
観
者
は
、
い

じ
め
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
て
も
、
自
分
が
そ
の
対
象

に
な
る
の
を
恐
れ
、
見
て
見
ぬ
ふ

り
を
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
加
害
者
の
強
が
り
、
被

害
者
の
孤
独
、
傍
観
者
の
恐
れ
、

ど
の
考
え
方
も
共
感
で
き
る
よ
う

に
思
え
ま
す
。
し
か
し
、
加
害
者
、

被
害
者
の
考
え
方
を
許
し
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
考

え
方
を
捨
て
、
気
持
ち
の
持
ち
方

を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。つ

ま
り
、
一
人
一
人
の
気
持
ち

の
持
ち
よ
う
で
、
い
じ
め
が
な
く

噌

な
っ
て
い
く
と
、
私
は
思
う
の
で

す
。
人
間
は
皆
、
差
別
が
あ
っ
て

は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
の
だ

か
ら
、
そ
れ
を
行
動
に
移
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
と
て
も

勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て

一
番
勇
気
を
だ
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
は
、
傍
観
者
だ
と
思
い
ま

す
。
い
じ
め
る
人
自
体
が
い
な
け

れ
ば
、
そ
れ
が
一
番
い
い
こ
と
だ

け
ど
、
実
際
に
い
る
の
だ
か
ら
、

ま
わ
り
の
人
間
が
傍
観
す
る
こ
と

を
や
め
、
す
こ
し
で
も
い
い
か
ら

勇
気
を
だ
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

ほ
ん
の
少
し
勇
気
を
だ
し
て
、

「
や
め
ろ
」
と
い
え
ば
、
そ
の
一

言
が
い
じ
め
を
な
く
す
第
一
歩
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
一
歩
か
ら
少
し
ず
つ
で
も
進
ん

で
い
っ
て
い
じ
め
を
含
む
差
別
を

な
く
し
て
い
く
の
で
す
。
自
分
が

少
し
で
も
勇
気
を
だ
せ
ば
、
一
人

一
人
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
、

皆
が
楽
し
く
生
き
て
い
け
る
よ
う

な
世
界
に
ま
た
一
歩
近
づ
き
ま
す

◎
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日野病院だより⑯

外科医長

辻本　実医師

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

今
回
は
、
寒
さ
も
厳
し
く
な
っ

て
く
る
と
増
え
る
心
臓
病
に
つ
い

て
話
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

心
臓
の
病
気
に
は
、
心
臓
が
血

液
を
充
分
に
送
れ
な
く
な
る
た
め

に
体
が
む
く
み
息
切
れ
を
起
こ
す

心
不
全
、
心
臓
の
筋
肉
を
養
う
血

管
が
詰
ま
っ
て
胸
痛
を
訴
え
る
狭

心
症
と
脈
が
乱
れ
意
識
を
失
う
不

整
脈
が
あ
り
ま
す
。

⑳

（
心
不
全
）

心
臓
の
弁
が
固
く
な
っ
た
り
す

き
間
が
で
き
る
た
め
に
起
こ
る
弁

膜
症
、
心
不
全
心
臓
の
筋
肉
が

徐
々
に
壊
れ
て
く
る
心
筋
症
な
ど

が
あ
り
、
心
臓
が
体
の
必
要
と
す

る
血
液
を
充
分
送
れ
な
い
た
め
だ

る
さ
を
訴
え
た
り
、
少
し
動
く
と

息
切
れ
を
し
た
り
し
ま
す
。

（
狭
心
症
）

夜
中
や
労
働
中
に
が
ま
ん
の
で

き
な
い
胸
痛
を
起
こ
し
ま
す
。
時

に
痛
み
が
腹
痛
や
左
肩
痛
で
あ
っ

た
り
し
、
診
断
が
遅
れ
生
命
に
関

わ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

（
不
整
脈
）

心
臓
の
脈
拍
の
リ
ズ
ム
を
司
る

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
そ
の
刺
激
の

通
る
道
筋
に
問
題
が
あ
り
、
脈
が

ゆ
っ
く
り
打
ち
過
ぎ
た
り
早
く
打

ち
す
ぎ
た
り
し
て
、
ひ
ど
く
な
る

人の動′凄
◎お誕生おめでとう

（住所）（氏　名）

新　道　生田　適遣

◎ご結婚を祝します

芸冨霊宝）芸語ら

悪霊霊宝）霊芸町から

芸田み…音）芸芸市から
◎ごめい福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）（世帯主）

柿　原　奥田をたね100歳　　薫

月　田　池田　敏治　85歳　　成弘

自　任　渡連　　銭　86歳　　本人

佐　川　角鴨　方利　78歳　　充人

佐　川　下坂　憲一　別歳　　治郎

と
失
神
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
疾
患
は
、
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
や
心
電
図
な
ど
で
診

断
し
、
内
服
薬
や
貼
り
薬
で
治
療

し
て
い
き
ま
す
が
限
界
が
あ
り
、

手
術
療
法
な
ど
が
必
要
な
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

の
植
え
込
み
術
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
厚
め
の
五
百
円
硬
化
よ
り

や
や
大
き
い
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の

器
械
を
皮
膚
の
し
た
に
埋
め
込
み

そ
の
電
気
刺
激
で
脈
を
打
た
せ
る

も
の
で
す
。
不
整
脈
で
、
脈
が
ゆ

っ
く
り
打
ち
す
ぎ
る
時
も
早
く
打

ち
す
ぎ
る
時
に
も
心
臓
の
泊
動
を

調
節
し
て
打
つ
早
さ
を
調
節
し
ま

す
。
心
不
全
の
時
、
使
う
薬
の
副

作
用
で
脈
が
ゆ
っ
く
り
に
な
る
と

き
が
あ
り
内
服
薬
で
調
節
で
き
な

い
場
合
に
使
用
し
ま
す
。
手
術
は

簡
単
で
局
所
麻
酔
で
お
こ
な
い
一

週
間
程
度
の
入
院
で
す
み
ま
す
。

去
年
は
当
院
で
六
人
の
患
者
さ
ん

に
植
え
込
み
を
行
い
ま
し
た
。
最

高
齢
は
八
十
七
歳
の
女
性
で
、
手

術
は
ま
っ
た
く
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

残
念
な
が
ら
心
臓
の
大
き
な
手

術
は
、
医
者
の
数
や
器
械
の
不
足

な
ど
が
あ
り
当
院
で
は
行
え
ま
せ

ん
が
、
大
学
で
心
臓
外
科
を
し
て

い
る
第
二
外
科
が
、
毎
週
土
曜
日

紗
に
診
察
に
来
て
お
り
ま
す
の
で
、

連
携
を
と
り
検
査
や
手
術
を
依
頼

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
心
臓
カ
テ
ー
テ

ル
検
査
、
エ
コ
ー
ド
ッ
プ
ラ
ー
検

査
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
基
本
的
な
検
査
で
あ

る
心
電
図
、
一
日
心
電
図
、
心
臓

エ
コ
ー
検
査
な
ど
は
当
院
で
行
い
、

そ
の
他
必
要
と
認
め
る
場
合
に
大

学
に
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
大
学
で
行
う
検
査

が
入
院
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
患
者
さ
ん
の
便
利
を
考

え
て
の
こ
と
で
す
。

こ
の
中
で
、
一
日
心
電
図
は
患

者
さ
ん
の
負
担
も
少
な
く
か
な
り

多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
胸
に
数
本

の
電
極
を
張
り
付
け
て
大
き
め
の

携
帯
電
話
位
の
器
械
を
堤
げ
て
一

日
過
ご
し
て
い
た
だ
く
だ
け
の
も

の
で
す
。
こ
の
こ
と
だ
け
で
不
整

脈
、
狭
心
症
な
ど
が
診
断
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

普
段
よ
り
胸
の
痛
み
が
気
に
な

っ
て
い
る
方
、
脈
の
と
ぶ
の
を
自

覚
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
は
、
気
軽

に
外
科
の
方
に
も
相
談
さ
れ
て
く

だ
さ
い
。
外
科
は
け
が
を
直
し
た

り
、
肩
や
腰
の
痛
み
を
直
す
と
こ

ろ
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
内
臓
、

例
え
ば
心
臓
、
肺
、
胃
な
ど
を
手

⑬

術
的
に
治
療
す
る
の
を
得
意
と
す

る
科
で
す
。
手
術
前
の
診
断
や
手

術
の
あ
と
に
併
用
す
る
薬
や
療
法

に
は
内
科
と
共
通
す
る
も
の
が
多

い
の
で
す
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ

れ
ば
一
度
外
科
も
の
ぞ
い
て
見
て

く
だ
さ
い
。

▲
　
「
今
年
は
な
ん
て
い
い
消
防

出
初
め
式
な
ん
だ
。
消
防
団
入

団
以
来
は
じ
め
て
だ
」
　
こ
ん
な

言
葉
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
団
員

の
口
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。
例

年
、
寒
空
に
一
時
間
あ
ま
り
直

立
不
動
。
雪
上
に
立
つ
足
先

は
、
あ
ま
り
の
冷
た
さ
に
感
覚

が
マ
ヒ
。
腰
は
痛
く
な
り
、
式

が
終
わ
っ
て
も
す
ぐ
に
は
動
く

こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
な
り

ま
す
。
首
の
下
か
ら
足
の
先
ま

で
何
個
も
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た

カ
イ
ロ
も
全
く
効
果
が
あ
り
ま

せ
ん
。
▲
今
年
は
雪
も
風
も
な

く
、
気
温
も
高
い
最
高
の
出
初

め
式
日
和
り
。
地
球
温
暖
化
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
喜
ぶ
べ

き
か
悲
し
む
べ
き
か
、
消
防
団

員
に
は
そ
の
恩
恵
を
少
し
は
受

け
た
今
年
の
消
防
出
初
め
式
で

し
た
。
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おしとやかなんですよ。lまんとは！

江府町役場　臨時職員

山本　美枝　さん（尾之上原・20歳）
●仕事について教えてください。

建設環境課で、パソコンやワープロを打つなど事務をしてい

ます。

●趣味を教えてください。

軟式テニス。過に2回町民体育館で練習しています。汗をか

くそう快感がたまりません。それとカラオケです。歌謡曲は

もちろん、民謡・演歌・ポップス、アニメなんでもOKです。

●特技を教えてください。

古着を改造してリサイクルすることです。

ゆ　●これからどんなことがしてみたいですか？

スノーボード・ボディーボード。あと、お茶・お花・お琴な

んて…（笑い）。

●好きな男性のタイプを教えてください。

やせていて力もちで、あ姫様ダッコをしてくれるような人で

す。芸能人でいえば、山崎まさよし（ミュージシャン）です。

●江府町にのぞむことは。

レンタルビデオショップがあればいいと思います。

囲 国 園
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